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Ⅰ．はじめに
東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林秩父演習林（以下，秩父演習林とする）では，
亜高山帯において風倒被害を受けた森林の再生過程を明らかにするため，1959年の台風による風
害跡地に試験地を1971年に設け，さらにその近隣で風倒被害を受けなかった原生林に比較区とし
ての試験地を1989年に設定し，それぞれ７年間隔を基本として毎木調査を行っている（図－１） 。
本報告では，これまでに得られたデータを報告する。
Ⅱ．試験地概況及び調査方法
本試験地を含む一帯では， 1956年に面積約32haの原生林の択抜作業（択伐率30％）が行われた。
その３年後の1959年，台風第15号（伊勢湾台風）の到来により，秩父演習林栃本で９月26日の24
時間雨量187.5mm，最大風速16.6m/secを記録し（演習林研究部，1962） ，上記択伐地にて立木の
大部分が倒伏する被害が発生した。それから12年経過した1971年に，亜高山帯の風害跡地の再生
過程を明らかにするため，130.0m
2（10.0×13.0mの方形区）の試験地を17林班り１小班の亜高山
帯（標高1,940 〜 1,970m）に設置し（五十嵐ら，1989；澤田ら，1997） ，1971，1978，1986，
1989，1994，2001，2004，2008年の計８回，樹高1.3m以上の個体を対象として胸高直径と樹高
を測定した。試験地の概況は，平均傾斜度が31° ，斜面方位は南東向き，土壌型はBB，土性は埴
質壌土である。1989年にその近隣で風倒被害のなかった禁伐林（17林班へ１小班）に437.8m
2の
比較区を設置し（五十嵐ら， 1989；沢田・梶1992） ， 1989， 2001， 2004， 2008年の計４回， 樹高1.3m
以上の個体を対象として胸高直径と樹高を測定した。比較区の概況は，平均傾斜度が32° ，斜面
方位は北東向き，土壌型はBA，土性は埴質壌土である。
調査する際、新たに樹高1.3mに達していた個体は進界木として調査対象木に追加した。
胸高直径はノギスあるいは直径巻尺を用い，地上高1.2mの位置で測定した。初回調査時より
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も傾斜した個体については，地上高によらず前回と同じ部位の胸高直径を測定した。
樹高は，測高ポールあるいはブルーメライス測高器で測定した。2001年調査までは直径階ごと
に抽出した個体を，2004年からは測定可能な個体すべてを対象とした。2004年までは傾斜した樹
木に対しても地上高を測定したが，2008年の調査時は樹長を計測した。
2010年には，劣化した個体識別番号札を新しいものに付け替えた。2008年以前の個体識別番号
札の番号は，旧番号として併記した。
Ⅲ．毎木調査データ
本試験地には，27種の樹種が出現した（表－１） 。なお，出現した樹種について，米倉（2012）
に従い一覧を掲載した。風害跡地（表－２）と比較区（表－３）の調査データで，枯損を確認し
た個体の胸高直径および樹高欄にD（dead）と記載し，次回計測以降は空欄とした。ただし，
2001年および2004年では枯損の確認を行わなかった。また，樹高1.3mに達していない期間につ
いては空欄とした。生存しているが，樹高測定対象木でない個体の樹高欄には「*」を記載した。
調査漏れ等で測定不可だった個体にはNA（not available）と記載した。2008年の調査時，樹長
を計測した個体については樹長の欄に○を付けた。2010年に個体識別番号札を付け替えた際，枯
損等を確認した個体については備考に書き入れた。
図－１．亜高山帯風害跡地試験地の位置
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表－３．亜高山帯風害跡地（比較区） （17林班へ1小班）の毎木調査データ（つづき）
Ⅳ．おわりに
本試験地は現在なお遷移途上にあり，極相的な森林になるには長い年月が必要であると予想さ
れるため，長期間にわたり継続調査しデータを公開していく予定である。
本調査は，本試験地設定から関った赤岩朋敏氏はじめ秩父演習林職員の皆様，東京大学大学院
新領域創成科学研究科環境学専攻の学生らの多大な協力を得て行われた。ここに深く感謝申し上
げる。
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